CORE Program申請のための参考資料

京都大学大学院生命科学研究科附属放射線生物研究センターの各教員の研究テーマ、および利用可能な機器は以下のとおりです。CORE Programへの申請に際しては、事前に以下の放生研教員（所内連絡者）のいずれかにご相談ください。
	部　門
	氏　名
	研　究　領　域

	放射線ｼｽﾃﾑ生物学研究部門
突然変異機構研究部門
晩発効果研究部門
ゲノム動態研究部門
染色体継承機能学研究部門
核酸修復（客員）研究部門

放射線類似作用（客員）
研究部門
	講　師　　古谷　寛治

准教授　　井倉　毅

教　授　　安原　崇哲
助　教　　牟　安峰
教　授　　原田　浩
講　師　　小林　稔
准教授　　CARLTON,Peter
教　授（併）柴田　淳史
教　授（併）村井　純子
教授（併）中田　慎一郎


	DNA損傷ストレス時の細胞周期・増殖制御機構
DNA損傷領域のクロマチン制御機構

ゲノム損傷等の細胞ストレスに対する応答メカニズム
DNA損傷シグナルと複製ストレスの応答機構
悪性腫瘍の放射線抵抗性獲得機構の解明
環境応答システムと放射線応答システムの相互作用機構
減数分裂期における染色体ダイナミクス
放射線誘発DNA損傷に対する修復経路とシグナル伝達
複製ストレス制御因子が織りなす生命現象の総合理解

ゲノム編集におけるDNA修復機構の解析



共同利用可能主要機器（順不同）

ａ）放射線照射装置

１．ガンマ線照射装置
２．軟Ｘ線照射装置（50kvp）

３．紫外線（UVC）照射装置

４．アルファ線照射装置
５．低線量長期放射線照射装置

ｂ）細胞培養装置

１．クリーンベンチ

２．炭酸ガスインキュベーター
３．セルカウンター
４．無酸素細胞培養Workstation（INVIVO2-400）　　　　　５．低酸素細胞培養Workstation（INVIVO2-400）

ｃ）その他

１．ヒト全ゲノムsiRNAライブラリー　　　

２．共焦点レーザー走査型顕微鏡（低酸素培養装置付き）
３．ライカ蛍光顕微鏡



４．DNA増幅装置
５．超遠心機（ベックマン）



６．共焦点レーザー顕微鏡(FV4000, 培養装置付き)
７．DNA損傷応答モニタリングシステム・共焦点レーザー顕微鏡(ライカ　ＴＣＳ　ＳＰ5）

８．in vivo光イメージング装置(動物用光イメージング装置)(IVIS Lumina II) 
９．正立蛍光顕微鏡(Olympus BX53, DP23M)
１０．密閉型超音波破砕装置(QSONICA Q800R)            １１．蛍光顕微鏡(キーエンスBIO-REVO BZ-9000)
